
お嬢様「わたくしは深窓の令嬢、いわゆるお嬢様です
の♥今日は許嫁である…貴方様に…わたくしのお排
泄物を捧げさせてぇ…いただきますの…♥うふっ♥」 
 
彼女「お排泄物ってぇお嬢様っぽい～～♥でもぉ…そ
れはぁ…ウンコ、だよねぇ～～♥ツインテ巻き髪お嬢
様がぁ…今からぁ君のためにウンコ脱糞してくれち
ゃうんだよぉ～～♥」 
 
お嬢様「はぁんっ♥わたくしぃ…最近までぇ…お便秘
気味だったのでぇ…今日はとんでもない量のお排泄
物をぉ…お見せできる予定ですのぉ…♥はぁんっ♥
わたくしの…お腹に溜め込んだぁ…お排泄物…貴方
様の前でたっぷりと脱糞いたしますわぁ…♥はぁ～
～ん♥」 
 
彼女「あれぇ…お嬢様ったらぁ…自分の脱糞姿ぁ…想
像してぇ…興奮してきちゃったのぉ…？深層のぉ…
お嬢様でもぉ…ほんとはドスケベなんじゃないのぉ
～～？」 
 
お嬢様「そ、そんなことありませんわ…ただぁ…わた
くしはぁ…許嫁の貴方様のお望みどおりになるだけ
ですのぉ～～♥ですからぁ…ご覧になりたいだけぇ
…わたくしのぉ…オナラとウンコ…排泄するだけで
すのぉ～～♥はぁん～～っ♥」 
 
彼女「うふっ♥もう…この人も興奮して…目が離せな
くなっちゃってるしぃ～～♥ほらぁ…お尻突き出し
てぇ…お嬢様のぉ…屁コキとぉ…脱糞…よ～～く見
えるようにぃ…してあげてよねぇ～～ん♥」 
 



お嬢様「ちょっと…大きめのお尻ですけどぉ…ここか
らぁ…たっぷりとぉ…クソをいたしますわぁ～～♥
はぁんっ♥わたくしぃ…下品なことなど普段はぁ…
口には出さないのですがぁ…はぁんっ…今日はわた
くしの排便姿とぉ…お下品な言葉遣い…たっぷりと
ぉご堪能くださいませぇ～～っ…♥ぜひぃ…わたく
しのウンコ脱糞を…ブリブリするみだらな姿でぇ…
おちんぽ…お勃起なさってぇ～～ん♥はぁ～～んっ
♥ではぁ…まずはオナラからイキますのぉ…♥う～
～ん♥んん～～っ…んはぁっ♥」 
 
彼女「お嬢様ったらぁ…いきなりぃ…オナラしちゃっ
てぇ〜♪じゃあ…今度はぁ…屁のニオイ…もっと近く
でぇ…嗅ぎたそうなんだけどぉ～～っ♥」 
 
お嬢様「はぁんっ♥わたくしのぉ…屁をコイた肛門を
クンクンってぇ…したいのですかぁ…？いやらしい
お方ですことぉ…♥どうぞぉ…♥わたくしのケツの
穴のニオイを嗅いでくださいましぃ…♥ほらぁ…ケ
ツ穴のニオイを…直接お嗅ぎになってぇ～～♥うふ
ふっ…このロイヤルなぁ…おならのニオイ付きぃ…
肛門…♥わたくしからの贈り物ですのぉ…♥ではぁ
…もういちどぉ…♥んん～～っ…う～～んっ♥」 
 
彼女「きゃあぁ～～お嬢様ってばぁ…すかしっぺぇ～
～♥それにぃ…ロイヤルなのにぃ…ケツ毛ボーボー
なんですけどぉ～～♥こんなに見た目は清楚なお嬢
様でもぉ…ウンコ穴の周りはケツ毛ぇ…びっちり…
すかしっぺぇ～～♥」 
 
 
 



お嬢様「はぁんっ…肛門のぉ…お毛々のこと…そんな
に言われると恥ずかしいですわぁ…♥だ、脱糞をする
とぉ…ケツ毛にお排泄物がこびりついてしまいます
のぉ♥はぁんっ…わたくしぃ…ケツ毛が濃すぎてぇ
…脱糞した大便っ…うまく拭き取れませんのぉ～～
♥あんっ♥こんなことぉ…恥ずかしいですわぁ…♥
はぁんっ…また出ちゃいますぅ～～♥」 
 
彼女「あらぁ～～♥お嬢様のぉ…脱ぎたて高級パンテ
ィ…ウンコぉ…べっちょりぃ…ついちゃってるぅ～
～♥お嬢様のぉ…セレブパンティ…ウンコのぉ…シ
ミがぁ…べっちょりぃ～～♥」 
 
お嬢様「はぁんっ♥それではぁ…許嫁のあなた様にぃ
…わたくしの自己紹介をさせていただきますねぇ～
～♥もちろん…屁をコキながらするのはぁ…レディ
のたしなみですのぉ～～♥うふふっ♥」 
 
彼女「ほらぁ…♥これからぁ…どれだけすごいお嬢様
かって屁をぶっこきながらぁ…話ちゃうんだってぇ
～～♥うふふっ♥」 
 
お嬢様「はぁいっ♥わたくしぃ…年はまだ１８ですけ
どぉ…んんっ…周りからはぁ…もっと年上に見られ
ますのぉ…はぁんっ♥んんっ…んんっ～～♥またぁ
…す、スカしっぺでしてよ…♥はぁんっ…わたくしの
ぉ…すかしっぺぇ…かぐわしいですかぁ…♥はぁん
っ…んん～～っ♥」 
 
彼女「っていうかぁ…お嬢様のオナラでぇ…この部屋
ぁ…きったなぁ～～い、公衆便所のニオイになってる
けどぉ…っていうかぁ…この屁ぇ…くっさぁ～～♥」 



お嬢様「はぁんっ…んんっ…それからぁ…好きな食べ
物はぁ…トウモロコシとシメジですのぉ…♥とうも
ろこしはぁ…毎晩かかせませんわぁ…♥あんっ♥ま
た…屁が出てしまいましたわっ♥んもうっ…好きな
食べ物からぁ…わたくしの大便を想像してしまうな
んてぇ…いけませんの…♥ああんっ♥勝手に屁がぁ
…出てしまいましたのぉ…♥」 
 
彼女「うわぁ～～♥お嬢様のウンコってぇ…とうもろ
こしのつぶつぶ入りぃ～～？♥お嬢様のぉ…シメジ
の混じったぁ…一本グソぉ…♥お嬢様のぉ…トウモ
ロコシ入りのぉ…ま・き・ぐ・そぉ～～♥」 
 
お嬢様「わたくしのぉ…ウンコはぁ…太くて長くてぇ
…お便所ではぁ…力み顔で脱糞しておりますのぉ…
♥もちろん…トウモロコシ入りのマキグソですのぉ
…♥あんっ♥んん～～っ♥それからぁ…わたくしぃ
…小さい時からぁ…お稽古事はぁ…乗馬やピアノな
どぉ…嗜んできましたわ…それにぃ…幼稚舎から名
門校でぇ…周りのご友人もぉ…上流階級ばかりです
のぉ…はぁんっ…んん～～っ…でもぉ…こんなにぃ
…はしたない音でぇ…屁が出てしまうなんてぇ～～
♥はぁ～～んっ…んんっ♥んんっ～～♥あんっ…だ、
だめですわっ…ウンコ…お漏らしてしまいますのぉ
…もう大便…漏らしてしまいますぅ～～♥はぁ～～
ん♥」 
 
彼女「お嬢様なのにウンコを我慢してぇ…きゅ～～っ
て閉じてるぅ…ケツ穴丸出しぃ～～♥恥っずかしい
～～♪…っていうかぁ…ウン汁ぅ…ちょっと漏れてま
すよぉ～～♥」 
 



お嬢様「そんなにぃ…見ないでくださいませぇ…♥わ
たくしぃ…今までぇ…上品に…育てられてぇ…いま
したのにぃ…あんっ♥オナラと一緒にぃ…ウンコの
お汁がでてしまうなんてぇ…お下品すぎですのぉ～
～♥はぁんっ…またぁ…くさぁ～いウン汁まみれの
ぉ…汚いオナラが出てしまいますのぉ～～♥んん～
～っ♥」 
 
彼女「キュ～～ンってぇ…肛門閉じてるオナラだから
ぁ…すっごい間抜けな屁コキの音なんですけどぉ…
♥上流階級のぉ…お嬢様でもぉ…こんなにおバカな
ぁ…くっさいぁ～～い…ウンコ汁の屁コきぃ♥って
いうかぁ…またぁ…屁をコイてるぅ～～♥」 
 
お嬢様「はぁんっ…こんなにウンコ汁の混じったぁ…
屁をコイたわたくしがぁ…貴方様の…許嫁でござい
ますのぉ…♥このウンコの穴もぉ…あなたのご予約
済みですからぁ…お好きなようにしてくださいませ
ぇ～～♥」 
 
彼女「ほらぁ…お嬢様のケツ毛ボーボーのぉ…ヒクヒ
クしてるスケベな肛門、ペロペロなめてあげてぇ…♥」 
 
お嬢様「あんっ…♥いけませんわ…肛門お舐めになる
なんてぇ…あんっ…屁をこいてぇ…ウンコ汁もお漏
らしたぁ…わたくしのウンコ穴ぁ…♥はぁんっ…ペ
ロペロってぇ…お舐めになられましたらぁ…はぁん
っ♥せっかく我慢しましたのにぃ…ウンコが出てし
まいますわぁ～～♥」 
 
 
 



彼女「ほらほらぁ…どんどん…お嬢様のぉケツマンコ
ぉ…舐めちゃってねぇ～～ん♥お尻の穴がゆるゆる
になればぁ…肛門大決壊でぇ…お嬢様のぉ…ロイヤ
ルウンチもぉ…大噴出ぅ…だよぉ～～ん♥」 
 
お嬢様「きゃんっ♥わたくしのぉ…ウンコの穴ぁ…そ
んなに美味しいですの…？よろしければぁ…もっと
ぉ…お舐めくださってもよろしいですのぉ…♥許嫁
のぉ…あなたでしたらぁ…どうぞぉ…お好きなだけ
ぇ…わたくしのぉ…ウンコの穴なめてくださいませ
ぇ～～♥はぁ～～んっ♥」 
 
彼女「うわぁ～～お嬢様のぉ…スケベモードスイッチ
ぃ…入っちゃいましたぁ…ここからはノンストップ
のぉ…ウンコ脱糞モードだからぁ…注意してね～～
♥」 
 
お嬢様「んん～～っ♥ウンコがぁ…ブリブリ出ますの
ぉ～～♥はぁんっ♥貴方様の目の前でぇ…脱糞、止ま
りませんのぉ…はぁんっ…わたくしからのぉ…ウン
プレゼントですのぉ…はぁんっ♥んんっ…はぁ～～
んっ♥我慢していたウンコぉ…でちゃいますぅ～～
♥ふうんっ…んんっ～～っ…♥あんっ♥すごい太い
…一本グソでますわぁ～～ん♥んんっ…んんっ～～
♥ウンコぉ…ウンコぉ…ウンコぉ…ウンコの脱糞…
気持ちいいですのぉ～～♥んんっ…ブリブリってぇ
…わたくしのぉ…貴方様専用の脱糞穴からぁ…お排
便が止まりませんのぉ～～♥んんっ～～♥はぁ～～
んっ♥」 
 
 
 



彼女「ケツの穴からぁ…ウンコがぁ…でてるよぉ～～
っ…このウンコのニオイぃ…ヤバヤバだねぇ～～♥
くさいくさいくさぁ～～い♥それにぃ…上流階級お
嬢様のぉ…マキグソウンコはぁ…もちろんっ…もろ
こしウンコのぉ…シメジいり～～ぃ…♥」 
 
お嬢様「はぁんっ…んんっ…まだでてますぅ～～♥ぶ
っとい一本グソぉ…わたくしの肛門を刺激してぇ…
ブリュブリュって…ウンコおもらし脱糞中ですわぁ
～～♥はぁんっ♥わたくしのぉ…ロイヤルウンコぉ
…マキグソ状態ですのぉ…♥とってもクサくてぇ…
汚らしい…わたくしのぉ…ま・き・グソぉ…♥あ～～
んっ♥そうですのぉ…とうもろこし入りのマキグソ
ウンコですのぉ～～♥んん～～っ♥」 
 
彼女「ウンコの量…すごすぎぃ～～♥お嬢様ってばぁ
…脱糞初公開でぇ…こんなにぃ…長～いマキグソな
んてぇ…♥」 
 
お嬢様「はぁんっ…♥クサくてぇ…きったなぁ～～い
…一本グソぉ…お見せしましたのぉ…♥はぁんっ♥
幸せですのぉ…♥んん～～っ…でもぉ…今度はオナ
ラが止まりませんのぉ…はぁんっ…んんんっ…こん
なのぉ…ありえないくらいのぉ…辱めですのぉ…♥
あ～～～～んっ♥んんっ～～♥またぁ…屁がぁ…出
ちゃいますのぉ～～♥んんん～～っ」 
 
彼女「ウンコのあとにぃ…オナラ止まらないなんてぇ
…ありえないでしょぉ～～♥でもぉ…脱糞とぉ…屁
こきラッシュでぇ…大満足かなぁ…？うふふっ…忘
れてないよねぇ…♥お嬢様のぉ下痢べ～～ん♥」 
 



お嬢様「んんっ…また屁ですぅ～～♥はぁん♥クソし
た直後のぉ…わたくしのぉ…屁が止まらないスケベ
なウンコ穴とぉ…ひり出したてのロイヤルマキグソ、
もっと見てぇ♥あ～～ん♥…わたくしのウンコと屁
でぇ…チンポしごきぃ…ご自由になさってぇ～～♥」 
 
彼女「見て見て見てぇ～～肛門の周りぃ…ウンコでベ
ッチョリぃ～～♪こんな上品なお嬢様でもぉ…脱糞後
にはぁ…ケツ穴がぁ…ウンコまみれになっちゃうん
だよねぇ～～♥ほらぁ…くさぁ～～いマキグソでぇ
…チンポぉ…シコってぇ…いいんだよぉ～～♥」 
 
お嬢様「あんっ♥わたくし…肛門にぃ…あつ～～い視
線…感じますのぉ…わたくしのウンコのついたケツ
マンコ…じっくり見られたらぁ…はぁんっ♥また…
脱糞しますのぉ…んんっ…ケツの穴から…ブリブリ
ってぇ…下痢便ウンコぉ…脱糞してもぉ…よろしい
ですかぁ～～？はぁっ…んん～～っ…う～～ん♥」 
 
彼女「もちろん…オッケーだよねぇ…早く早くぅ～～
♪お嬢様のぉ…下痢グソするところぉ…いっぱい見せ
てぇ～～っ♥」 
 
お嬢様「はぁっ…もう…せっかちなんですからぁ…♥
たっぷりと…あなたの前で…わたくしが下痢便いた
しますわぁ…♥んんっ…はぁっ…ウンコ…出ちゃう
のぉ…♥これ…すごい水っぽくて…げ、下痢汁が勢い
よくぅ…出てしまいますわぁ～～ん♥きゃっ♥げ、下
痢便…ブリブリですのぉ～～♥下痢ウンコなんてぇ
…恥ずかしいですわぁ…♥はぁっ…わたくし…思い
っきり…下痢便…下痢グソ…下痢ウンコ、脱糞しちゃ
いますぅ～～♥はぁ～～ん♥んん～～っ♥♥」 



彼女「わっ…あわわわ…下痢便ウンコ汁ぅ～～…お尻
からぁ…大噴射してるぅ…それにぃ…ウンコのニオ
イ…く、くさぁ～～い…下痢グソのニオイぃ…きゃっ
…今度はぁ…スカしっぺぇ～～♥」 
 
お嬢様「はぁ～～ん♥…スカしっぺもぉ…でちゃいま
すわぁ～～んっ♥んん～～っ…はぁんっ…貴方様の
ためにぃ…りきみますぅ…はぁんっ♥んん～～っ♥
わたくしの…下品なウンコ脱糞姿でぇ…ちんぽぉ…
しごいてぇ～～♥んんんっ～～っ…ウンコブリブリ
なのぉ～～♥ブリュリュ～～ってぇ…ウンコ漏らし
…はぁ～～んっ♥んんん～～っ♥くっさいくさい…
ロイヤルなぁ…ウンコですのぉ～～♥はぁんっ…ウ
ンコぉ♥下痢便…♥マキグソぉ～～♥ひり出します
～～はぁ～んっ♥んん～っ♥」 
 
彼女「また脱糞しちゃうなんてぇ…どんだけぇ・・ウ
ンコ、溜め込んでたんですかぁ～～？ほんとにお嬢様
のウンコ…クサいしぃ…量も多すぎなのぉ～～♪もう
あたしもぉ…負けてられないよねぇ～～♪」 
 
お嬢様「んん～～っ♥♥はぁんっ♥ウンコまみれのぉ
…わたくしを…見ていただいてぇ…嬉しいですわぁ
…もう貴方様のこと…忘れませんわぁ…♥んん～～
っ…お慕い…しておりますわぁ…♥あ～～んっ♥ウ
ンコまた出ちゃいますぅ♥愛するあなたにぃ…下痢
便発射しちゃいます♥んん～～っ…はぁんっ…んん
ん～～っ…くっさい…ロイヤルぅ…下痢ウンコぉ…
止まりませんのぉ…♥んん～～っ…♥」 
 


